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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経 調査期間 調査面積 調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡
番号

　゜　′　″ 　゜　′　″ ㎡

備考：北緯・東経の値は世界測地系に基づく。
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所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

松井横穴群第１～
４次

横穴 古墳～飛
鳥、中世

横穴 須恵器・土師器・埴輪・陶棺・鉄器・
金銅製品・人骨・瓦器

向山遺跡第１・２
次

散布地 弥生 竪穴建物・土壙墓・土坑・
柱穴

弥生土器

所収遺跡名 要 約

松井横穴群第１～４次 今回の松井横穴群の一連の調査により、70基の横穴を確認・調査し、合計81基の横穴の分
布が確認された。遺跡の範囲より、松井横穴群全体では300 ～ 400基の横穴が存在するもの
と判断される。近在の女谷・荒坂横穴群で300基程度の横穴の存在が予想されているほか、
狐谷横穴群、美濃山横穴群が分布しており、松井横穴群の所在する八幡市から京田辺市に
かけての約1.5kmの範囲内には、総計600 ～ 700基の横穴が存在することが想定される。こ
の数字は横穴群としては西日本で最大級である。こういった大規模な横穴群造営の背景に
は、中央政権による南山城の地域掌握の進展が進められたことが推定され、当該時期の地
域の歴史を知るうえで欠くことのできない極めて重要な遺跡である。

向山遺跡第１・２次 弥生時代中期の土坑１基、弥生古代後期の竪穴建物１基、弥生時代の可能性が高い土壙墓
２基を確認した。向山遺跡周辺の八幡市～京田辺市にの丘陵地帯には、八幡市美濃山廃寺
下層遺跡や備前遺跡、幣原遺跡、京田辺市田辺天神山遺跡などで弥生時代の集落が確認さ
れている。低地の集落の様相は不明であるが、丘陵上の集落の調査事例が増加した。


